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【大東市・門真市・守口市共同！】 

再生可能エネルギー電力の利用促進に関する 

共同購入プロジェクトに係る連携協定 

～大東市のゼロカーボンシティの実現に向けて～ 

 

大東市では、令和７年３月２７日（木）に株式会社エナーバンクと「再生可能エネルギー電力の

利用促進に関する共同購入プロジェクトに係る連携協定」の締結式を行いました。 

再生可能エネルギーの電力を普及促進させるため、市内事業者等向けに、電力の共同購入

プロジェクトによる支援を行います。本プロジェクトでは、再エネ電力の共同購入オークション

を実施し、複数の小売電気事業者が入札し、より低い価格での再入札が可能となるリバースオ

ークション（競り下げ方式）を導入しています。 

これにより、電力価格抑制を図ることができ、市内事業者等の再エネ電力の利活用を容易に

し、脱炭素化により企業価値の向上にも貢献します。 

大東市では、共同購入オークション参加者のスケールメリットを活かすため、門真市（公共施

設のみ）と守口市も含め、協議を重ね、３市にて株式会社エナーバンクと「再生可能エネルギー

電力の利用促進に関する共同購入プロジェクトに係る連携協定」を締結することを決定し、門

真市、守口市も株式会社エナーバンクと同様の協定を締結したものです（門真市：３月１９日、

守口市：４月３０日） 
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   記者発表資料 

大東市ブランドメッセージ 

「子育てするなら、大都市よりも大東市。」 



■主な連携協定内容 

 大東市内事業者に向けたリバースオークションによる再エネ電力の調達について連携・協力

する。 

 市施設の再エネ電力調達におけるリバースオークションの利用検討及び実施に関すること

について連携・協力する。 

 ３市が共同して行うことで、より多数の再エネ電力を希望する市内事業者の参加が期待でき、

小売電気事業者としても複数の市内事業者と同時に電力契約が可能となるため、価格抑制

要因となる。かつ、リバースオークション方式を取ることで、他の小売電気事業者の価格を見

ながら再入札が可能となるため、さらなる価格抑制が期待される。 

 

■大東市の脱炭素の取り組み 

２０２３年２月に「ゼロカーボンシティ宣言」、２０２

４年３月に「地球温暖化対策実行計画（区域施策

編）」を策定し、大東市内の脱炭素社会の実現に

向けた様々な取り組みの一環として、今回の連携

協定を締結することにより、一層市内の脱炭素の

動きを加速させることを目的としています。 

 

■各市の協定式の写真（門真市・守口市） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】  

大東市：市民生活部環境室 松田・角
すみ

江
え

 電話番号 ０７２・870・4014（直通） 

門真市（３月１９日） 守口市（４月３０日） 

大東市（３月２７日） 


